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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

 ユメカサゴは主に水深 100ｍから 200m の岩礁帯や砂泥底に生息するとされ、福島県においては「ノドグロ」の名称で親しま

れている。一方で、本県における同種の生態については佐久間（2015）の報告があるのみで不明な点が多い。 

このため、2015年から 2018年のいわき丸トロール調査で採捕されたユメカサゴの全長組成と、2011年から 2018年のこた

か丸及びいわき丸のトロール調査で採捕されたユメカサゴの摂餌率、胃内容物について整理した。 

その結果、ユメカサゴの 2017、2018 年の個体数密度は、2015、2016 年と比較すると全長 12ｃｍ～15cm の群で高かった。

また、胃内容物については、一部を除き、殆どの水深帯で甲殻類が卓越する傾向がみられた。 

 

(1) いわき丸トロール調査で得られたユメカサゴの全長階級別個体数密度から、2017、2018年は 2015、2016年と比較する

と全長 12～15cmの密度が高く、佐久間（2015）によれば、この群は 2～3才魚（2015、2016年級）が主体であると考えら

れた（図 1）。 

(2) 摂餌率は、月別では 10～12月、水深別では 300mで低い傾向がみられ、地区別では差はなかった（表 1～3）。300ｍは

ユメカサゴの主分布域からはずれており、餌料環境が悪かったことにより摂餌率が低かった可能性がある。 

(3) 胃内容物については、水深が深くなるにつれて頭足類の割合が増加することがわかった。一方で、多毛類は水深が深

くなるにつれてその割合が減少していた。 

(4) また、本県海域の大陸棚（水深 100～175m）においては、季節を通して甲殻類の割合が高い傾向にあるが、大陸棚斜

面域（水深 200～300m）では魚類の割合が高い期間があり、生息水深帯で胃内容物の組成に違いがあることが示唆さ

れた。 

 

 ２ 期待される効果 

   本県海域に生息するユメカサゴの生態解明のための基礎的資料となる。 

 

 ３ 適用範囲 

  研究者 

 

 ４ 普及上の留意点 

   特になし。  



Ⅱ 具体的データ等 

 

図 1 いわき丸トロールにおけるユメカサゴの全長階級別個体数密度 

表１ ユメカサゴの月別摂餌率 

 

表２ ユメカサゴの水深別摂餌率                            表３ ユメカサゴの地区別摂餌率 

              

    

図２ 水深別のユメカサゴの胃内容物         図３ 大陸棚および斜面域での四半期別の胃内容物    
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